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2　第 68 号　地域に生きる

相模原事件について考える
～「共に在る」ことの実現を目指して～

社会福祉法人 北摂杉の子会 　　
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皆様には、良き年をお迎えのことと存じます。

昨年7月、「津久井やまゆり園」において、元職

員の手で19名もの利用者の命が、一瞬のうちに奪

われ、27名が刃物で傷を負わされるというあまりに

も悲惨な事件から、6か月が経過しました。

本来でしたら新年のご挨拶を申し上げなければ

ならないのですが、本年はお許しください。

事件発生後、国、神奈川県において事件の検

証に係わる委員会が設置されました。

しかし、元職員の犯罪との視点からの検証は、

極めて不十分であると言わざるを得ません。

具体的には、「津久井やまゆり園」における虐

待防止、人材採用と育成などのガバナンスの在り

方や容疑者本人に対する教育・訓練・利用者に

対しての日常の支援の様子などについての詳細な

検証がなされるべきです。

例えば、容疑者の利用者に対する虐待につい

て、昨年8月2日の毎日新聞の記事には、以下の

記述が載っていました。

「13年5月には入所者の手にペンでいたずら書き

をして、先輩に怒られた」

「元職員の女性は『植松容疑者が入所者に暴

力をふるっていると現役職員から相談を受けた』と

証言する」（14年秋頃）

平成24年に施行された「障害者虐待防止法」

では、「障がい者への虐待を発見した者は市町

村の虐待防止センターへ通報する」ことが義務と

されています。

「津久井やまゆり園」での容疑者の虐待につい

て、通報がなされていなかったとしたら大きな問題

です。

施設における職員による身体的虐待で利用者が

死亡した犯罪が後を絶ちませんが、その事件の多

くが職員の日常的な利用者に対する不適切な対応

を見逃してきた結果として、職員の虐待による利用

者の死亡へと繋がっています。

福祉事業所は「利用者の命と権利を守る砦」
でなくてはなりません。そして、その支援の基本は、

「障がいのある人たちの地域社会での安心・安全

で、豊かな暮らしの実現」にあります。

私どもの法人は、「地域に生きる」という理念の

下、法人運営方針の中で、「利用者に対する支

援を地域社会との繋がりの中で行うと同時に、地

域における豊かな福祉社会の実現に努める」とし

ています。

また、社会福祉法第4条（地域福祉の推進）

では、以下の条文が記載されています。

「地域住民、社会福祉を目的とする事業を経営

する者及び社会福祉に関する活動を行う者は、相

互に協力し、福祉サービスを必要とする地域住民
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が地域社会を構成する一員として日常生活を営み、

社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に

参加する機会が与えられるように、地域福祉の推

進に努めなければならない。」

この様に「共生社会の実現は、社会福祉事業

者だけの課題ではなく、地域住民との協働の中で、

推進する」ことが基本とされています。

この社会福祉法第4条を基本として、今回の事

件の再発防止を考えるとき「様々な人たちがそれ

ぞれの価値を認め合い、支え合い、育ち合う社会

の実現」という価値の共有とその実現に向けて、

「私たち国民は何を成すべきか?」という観点から

の検証がなされるべきです。

そのことを抜きにして、今回何の落ち度もないの

に尊い命を奪われた19名の利用者の方々の無念

に報いることができないと思っています。

私は、「共生社会の実現」に向けて、先ず「障

がいのある人たちが私たちと『共に在る』こと」が

重要であると思っています。

1987年4月に京都市の空き缶条例に基づく空き

缶リサイクルセンターとして、京都市南清掃工場の

中に知的障害者通所授産施設「京都市横大路

学園」が開設されましたが、私はその開設準備と

運営にあたりました。

施設開設後数か月経ったとき、清掃工場の所長

さんが感謝の気持ちを伝えに学園に来られました。

「施設が開設してから工場内での職員の運転マ

ナーが良くなりました。利用者さんを意識して安全

運転を心がけるようになったんです。男ばかりの職

場ですから夏の暑い時期は上半身裸でくつろぐ職

員もいましたが、今は裸になる職員はいなくなりまし

た。町のバス停で障がいのある人を見かけると、

『困っていることがあるかな?何か手助けしようかと

思うようになった』という職員もいます」と所長さん

が笑顔で話されました。

清掃工場の中に「障がいのある人たちの働く施

設がある」、「障がいのある人たちがいる」ことが、

職員の人たちの意識や行動に影響を与えたのだと

思います。

この様に、先ず「共に在る」ことが相互理解を

進める出発点です。

今年も、皆様と共に「地域に生きる」の理念の下、

「障がいのある人たちが『共に在る』地域、社会

づくり」に取り組んでいきたいと思います。

今年も私ども法人・事業所の運営に対しまして

ご理解とご支援の程、よろしくお願い申し上げます。
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私は入所施設に勤めて21年になります。嬉し

い事も悲しい事もたくさんありました。措置制度、

支援費制度、自立支援法、総合福祉法の全てを

経験しています。勤め始めた時は大変失礼なので

すが入所者に対し「この世の中にこの様な方々が

いらっしゃるのか」と言う驚きと同時に「ここで私

は何をすべきなのか」と毎日が疑問でした。要す

るに何を目指すのか解らなかったのです。キャリア

の中頃には自法人で入所施設を否定する動きがあ

り、法人内では地域福祉サービスを提供する事業

所は恰も正義で、入所施設は悪といった勧善懲悪

ストーリーの作成に併せて大規模フォーラムも行わ

れました。

私が知る限り、この「脱施設」「施設解体」とい

うスローガンに入所施設の同僚はそれに怒るより、

只々落ち込んだことを思いだします。私も同様でし

た。さて、そんなスローガンが自法人で熱狂的に

叫ばれて10年以上が経ちます。法人の入所施設

は無くなったのでしょうか?劇的に入所者は減った

のでしょうか?確かに減ってはいますがスローガン

の強さに比例した激変はありません。なぜこれだ

け地域移行、地域生活と叫ばれているのに、その

進行スピードが上がらないのか。それは入所施設

の機能を再度見直す事で私なりの答えが導き出す

事ができました。

今年度法人では「総合安心センターはるか

ぜ」という事業所を立ち上げ運営しております。

「はるかぜ」のコンセプトは「24h365日の安

心を地域全体にお届けし、誰もが住みたい場

所、住みたい人と暮らし続けられる様応援する」

です。この事業所の組織は入所施設の職員で構

成されています。 数年前に地域と「対」とされ

た入所施設の職員が地域生活支援を行っていま

す。入所施設職員は限られた範囲ではあります

が、これまで誰もが距離を置く24h365日の継続

高水福祉会 のぞみの郷高社　所長 　野
の

口
ぐち

直
なお

樹
き

さんより

入所施設の今後の在り方

総合安心センターはるかぜ
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的、緊急的支援を提供し続けてきました。地域移

行、地域生活支援は正にそのサービスが必要で、

それが無いから入所施設が存在し続け、地域移

行、地域生活の進行が鈍化していると私は思うの

です。

総合安心センターはるかぜは入所施設がこれま

で脈々と培って来たノウハウを地域全体に還元し

ます。極論で言えば、入所施設の壁を取払い、

屋根を地域全体に広げ、廊下を道路、居室を家、

入所者は障害者とそのご家族として、制度と範囲

を変えて事業を展開しています。ご家庭でパニッ

クが突然あって、ご家族ではどうにもならない時、

息子が家を出たきり帰ってこない時、主たる介

護者の突然の怪我や行事で一晩泊めて欲しい時

等々。これら24h365日いつでも駆けつけ、受け

入れるサービスを展開しています。「大変ですね」

と言われますが、特段大変では無いのです。何故

なら範囲の違いこそあれ、入所施設では当たり前

のサービスだからです。

総合安心センターはるかぜの構想・着想は平成

22年に遡ります。これまで役員会等で何回もプレ

ゼンを行い、厳しい意見や暖かい意見を頂きなが

ら何とか開所に至りました。この「はるかぜ」の

機能を第4期福祉計画では「多機能整備型地域

生活支援拠点」というらしく、現在各圏域、自治

体で議論が行われている様です。そしてその実現

には色々な課題があるとお聞きします。その色々

な課題に対して私は思うのです。「今こそ入所施

設の出番なのではないでしょうか」と。生意気な

事を沢山述べましたが、現在、自法人では、この

「はるかぜ」を地域生活支援の旗艦として圏域全

体の地域支援を牽引する流れを造っています。理

想を語るだけではなく、実質的な将来に向け、今

熱く議論し、前に進み始めたところです。

「のぞみの郷高社」の職員ミーティング
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新年明けましておめでとうございます。皆様に
とって幸多き一年でありますことを心からお祈りして
います。

ダンデライオンは平成18年に創業し、大阪市北
区天神橋にて、切れ目のない支援を目指して運営
してまいりました。現在、相談支援室とケアサービ
ス事業と二本柱で運営しています。相談支援室に
は、障がい者計画相談支援、障がい児計画相談
支援、介護支援事業を運営しており、ケアサービ
ス事業では訪問介護、居宅介護、福祉用具、介
護タクシーを運営しています。

相談支援室では利用者一人ひとりのライフステー
ジにおいて、日々の生活の中で、切れ目のない支
援を実現できるように地域、学校、事業所などの
社会資源、ご家族、ご本人との連携に努めており
ます。現在の制度の中ではどうしても制度と制度の
切れ目があり、その度に新たに支援体制を整備す
る必要があります。児童から高齢者までの全ての
ケアマネジメントを一貫して行うことで、継続して社
会資源の調整、連携をとっております。

また、ケアサービス事業では居宅での生活を継
続していけるように児童から高齢者まで幅広く対応
しております。全ての障がいに対応できる様、また、
医療的ケアにも対応できる様にスタッフの研修、資
格取得にも力を入れております。ケアスタッフの年
齢層も10代〜70代まで幅広く採用しております。

社会福祉法人北摂杉の子会様との連携では、
十三地区を中心に発達障害をお持ちの方の日中活

動の場としてジョブサイトよど、ジェイ・ブランチよど
様にいつもきめ細かい連携をとっていただいており
ます。

居宅での朝の様子、
よどでの日中のご様
子、居宅に帰宅後の
ご様子の共有はもち
ろんのこと、定期的な
担当者会議を開催さ
せて頂き、共通の支
援目標を立てさせてもらっております。発達障害を
お持ちの方への支援には様々なアプローチが必要
となることが多く、連携をしっかりとることにより協働
してソーシャルスキルの向上、QOLの向上が実現
されていっております。

実際に、今まで他の日中活動では1日と通えなかっ
た利用者がよどに通う様になってからは毎日笑顔で
過ごすことができる様になったり、他者とのコミュニ
ケーションが取れなかった利用者が、グループで遠
足に行くことができる様になったりしています。

今後さらに連携の中できちんとフィードバックして
いき、地域や利用者に返していきたいと思っており
ます。

これからもより
一層のご支援、
ご指導をお願い
申しあげます。

ライフステージに応じた
切れ目のない支援を目指して

相談支援室　管理者　辻
つじ

　　 圭
けい

　輔
すけ

 さんより　

地域における包括的支援体制の構築をめざして

～地域連携を考えて～

ケアサービス ダンデライオン 
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高槻市立うの花療育園は、平成15年4月1日に
社会福祉法人聖ヨハネ学園が高槻市より委託を受
け開園いたしました。現在は法改正により高槻市
指定管理事業「福祉型児童発達支援センター」と
して事業を行っています。

当園には、高槻市にお住いの、『言葉がゆっくり』
『お友だちと遊びにくい』『身の回りの事を自分です
ることが難しい』等に対して、より丁寧なかかわり
が必要とされるお子さんが毎日通われています。

私たちは、お子さんと同じ風を感じながら過ごし、
お子さん一人ひとりが生き生きと自分らしく生活する
ことができるよう、環境を整え、その中で人を信じる
力、人に頼る力を育てることを大切にしています。
また、保護者の皆様と共に悩み、考え、一緒に子
育てをしています。その取り組みを13年間続けてき
ました。第一期生の卒園児さんは、今18歳です。

中には、幼児期をうの花療育園で過ごされ、学
童期～思春期～成人期にかけて北摂杉の子会様
の福祉サービスを受けておられる方もいらっしゃると
思います。

私達職員と北摂杉の子会様との繋がりにつきまし
ては、開園当初研修事業の一環として、うの花療
育園に訪問していただき、専門的な視点による助
言を受けましたことや、現在におきましても様 な々講
座や研修会に参加させていただき、日々 の療育に
活かしております。
『地域に生きる』北摂杉の子会様の崇高なる理

念に基づいた、多岐に渡る事業について今後とも
ご教授賜りたいと思っております。

また、私共の法人の理念の中にも『地域と共に
かがやくために』広く社会の信頼にこたえるべく、

熱意と良心をもって、関わりのあるすべての人 と々
協力し、地域とひびき合う、福祉ステーションとして
地域社会に貢献します。という指針がございます。

これからも児童発達支援センターとして、“市民
のニーズに答えるため”、そして、北摂杉の子会様
が掲げる、心豊かに生活できる環境、『地域に生
きる』社会の実現、やさしさのある社会の実現に 

“私共が果たせることは何か” を自分の頭の中だけ
で終わらせない、本当の合理的配慮の実現に向
けて取り組んでまいりたいと思います。

最後になりましたが、ぷれいすBeのご利用者様
による、毎週火曜日の就労移行自立訓練の清掃活
動につきまして、毎回丁寧に取り組んでいただき、
そして始めと終わりにきちんとご挨拶される姿を拝見
し、私共も「よし、頑張ろう」と初心にかえり励まさ
れています。

ぷれいすBeのご利用者の皆様、支援員の皆様
いつも本当にありがとうございます。

そして、北摂杉の子会の皆様、今後ともご指導
ご鞭撻のほど宜しくお願いいたします。

『地域に生きる』～
『地域と共にかがやくために』

園　長　平
ひら

　井
い

　克
かつ

　典
のり

 さんより　

社会福祉法人 聖ヨハネ学園
　高槻市立 うの花療育園 
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臨床心理士　坂
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　織
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ジョブジョイントおおさか　支援員

■ これまでの状況について
ジョブジョイントおおさか（以下JJ）では、日々 の

活動が練習用の作業ばかりになりがちなため、ご
利用者にとっては活動の意味を見出しにくい方もお
られます。中には、プログラムや普段の活動がマン
ネリ化し、日々 の活動においてモチベーションが保
ちにくく、就労準備訓練が効果的に実施できない
方もおられる状況です。

また、職場や実際の仕事をイメージしにくい状況
もあり、少しでもリアリティのある作業で緊張感を持
ちながらより実践的に活動ができるように「模擬職
場プログラム」を実施し、就職に向けたトレーニング
を行いました。

■ 模擬職場プログラムの実施について
＜模擬職場プログラムのねらい＞
①実際の職場をイメージし、緊張感を持って仕事
に取り組む
②普段のプログラムで学んできたことを実践する
③普段の取り組みの成果を確認し、今後の課題に
気づく

＜対象者＞
就労移行支援事業のご利用者（各事業所8～

15名程度）
＜頻度＞

1～2ヵ月に1回
＜実施場所＞

JJ（大阪市淀川区所在）ミーティングルーム

JJかたかつきブランチ（高槻市所在）1F・4F
＊1フロア（2フロア）を実際の職場に見立てて、
課ごとを島にして机を配置。

＊各課（島）には、上司役（課長）を演じるスタッフ
が課長席に座り、ご利用者に業務の指示を行う

＜模擬職場プログラムの事前準備＞
事前講座を実施し、模擬職場プログラムの概要

や仕事の流れ、ポイントを確認。個別支援計画を
元に、面談で相談しながらプログラムを具体的な目
標を立てて実施。実施後は、面談で模擬職場プ
ログラムの目標の振り返りを行い、気づきや課題点
の確認、工夫や対処を検討・実践、そして、次
の模擬職場で実践したことの成果を確認するという
サイクルができるように取り組みました。
＜業務内容＞

関係機関へのJJ見学会の案内チラシの発送
（資料の印刷・丁合・封入・宛名ラベル作成等）、
名刺入力、営業先への経路検索、内線・お客様
対応、仮の通販会社での業務（商品の受注・ピッ
キング・発送準備）等
＊上記にプラスして、上司からの突然の依頼業務
や他の課へのヘルプも設定し、就職後想定され
るようなイレギュラーな状況も経験できるよう
に取り組みました。
　また、チームで相談し、協力しながら業務を進
めることにも取り組めるよう、模擬職場プログラ
ムの回を重ねるごとに業務内容も見直しました。

模擬職場プログラムについて

平成27年度  業務貢献表彰 優秀賞（法人内表彰制度）
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＜スタッフの役割、模擬職場プログラム時の
　スタッフ間の情報共有について＞

スタッフは、上司役（部長・課長）として指示命
令系統を明確に設定したうえで指示を出し、業務
の報告を受けました。

また、部長、課長役のスタッフ間ではデータ上で
記録や近況を共有し、状況に応じた指示や対応
ができるように努めました。

■ 成果として
1.充実感・達成感

普段と違う環境や設定に緊張感を持って取り組
むことができ、普段のプログラムと違い、いつも以
上に言葉遣いや姿勢に気をつけていたようで、終
了時には、ぐったりと疲れておられた方もおられまし
たが、それ以上に充実感や達成感を得られたとの
感想もありました。
2.得意なこと・苦手なことへの新たな気づき

このプログラムでは、一日中パソコン業務を行う、
チームで協力しながら業務を進める、部長に報告
する、イレギュラーな事態へ対応する等、よりリアル
な体験ができますし、メモの取り方、業務の進め方、
ビジネスマナーなど、得意なこと・苦手なことへの
新たな気づきを得ることもできます。具体的に目標
を決めて取り組むことで目標が達成でき、自信を持
つことができました。その自信を活かして、実習や
就職に繋がったご利用者もおられます。
3.アセスメントとスタッフの育成

スタッフも普段とは違うご利用者の様子を見ること
ができ、良いアセスメントの機会となりました。また、
スタッフ同士でも普段のプログラム内での指示の出
し方、対応の仕方、プログラムの組み方などを再
検討する良い機会となり、スタッフの育成にも繋がっ
たと感じています。

■ 今後に向けて
1.個別の特性・ニーズに応じた実施

様 な々タイプのご利用者がおられるため、個々で
職業準備度や目標設定に違いがありました。また、

これまでは事務職を中心とした模擬職場プログラム
でしたが、軽作業への就職を希望されている方も
おられるため、ご利用者の特性やニーズに応じて、
少人数での実施、様々な職種を想定して、より効
果的に「気づき→実践→成果の確認」のサイクル
ができるように実施したいと思います。
2.マンネリ化の防止

JJのスタッフがJJたかつきブランチの上司役と
なったり、企業開拓員のスタッフに上司役を依頼し
たりするなど、マンネリ化せず効果的に実施してい
けるような工夫も考えていきたいと思います。
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社会福祉士・介護福祉士
精神保健福祉士・サービス管理責任者
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社会福祉士・介護福祉士

グループホームでの支援員による
胃ろう支援の実施について

■ はじめに
今回、ご紹介するのは、当法人の重度知的障

がい者のグループホーム（以下ＧＨ）レジデンスな
さはらでの胃ろう支援実施についてです。現在、
福祉業界では高齢化が進み、胃ろう支援を含む医
療的ケアを実施する機会が増えてきています。しか
し、知的障がいのある人たちのＧＨでは、医療的
ケアの実例はほとんどないのが現状です。私たち
も始めは不安いっぱいで胃ろう支援を開始しまし
た。本事例が皆様にとって、何かの参考になり、
そして、1人でも多くの方の地域生活実現に繋が
れば幸いです。

■ 経緯
平成26年1月に入居されたご利用者（当時37

歳 療育手帳Ａ）がインフルエンザから肺炎を罹患。
緊急入院され、肺炎が重篤な状態であったことか
ら、気管切開後、呼吸器を装着することになりまし
た。回復後、機能的には問題はないが、水分、
栄養の経口摂取ができないことが続き、胃ろう支援
が開始。その後も経口摂取ができない日々 が続きま
したが、レジデンスなさはらでの生活をご本人が望
んでいることからＧＨでの生活再開を実施しました。

生活再開後、日帰り利用はすぐに慣れられたの
ですが、宿泊利用は以下の2つの理由から、なか
なか再開できませんでした。

　
■ 取り組み開始

宿泊利用にはいくつかの課題がありましたが、ご
本人の地域生活を諦めたくないという思いから、宿
泊利用再開を目指し、胃ろう支援を実施することを
決め、以下の5つに取り組みました。

1.現場支援員に現状と今後について説明をし、喀
痰吸引研修を実施していただく。

　支援員に胃ろう支援を説明した当初は、かなり

平成27年度  業務貢献表彰 優秀賞（法人内表彰制度）

用語説明
※胃瘻(いろう)：お腹（胃）に造られた口。
※胃ろう支援：胃ろう部からの注入及び、胃ろう部分の

観察と管理すること。

胃
体外

腹壁

小さなお口（PEG）

NPO法人PEGドクターネットワーク　HPより

1.経口摂取できないため、胃ろう支援を実施しな
い限り、水分、栄養面の観点から、健康へのリ
スクが高かった。

2.胃ろう支援が実施できる職員は、看護師と喀痰
吸引研修を受けた支援員の2名のみだったため、
継続支援の難しさがあった。
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の不安感が漂っていました。そのため、無理強い
は決してせず、説明を繰り返した上で、承諾を得
た方から、喀痰吸引等研修を受けてもらいました。
現在では、非常勤職員を含め12名が胃ろう支援
を実施できる状態です。

2.レジデンスなさはらの看護師に指導看護師の講
習を受けていただく。

　喀痰吸引等研修の受講後、看護師による実施
研修を実施する必要があったため、なさはら勤務の
看護師に指導看護師の講習を受講して頂きました。

3.法人内の医療関係者と協議を重ねながら、医
療的ケアに関するガイドラインを整える。

　医療連携推進室と「支援員が行う医療的ケアの
ガイドライン」を作成し、なさはらで医療的ケアを実
施出来る仕組み作りを行いました。
4.支援員の不安への取り組み
　1.で述べたように、多くの支援員が胃ろう支援実
施に不安を抱いていたので、以下の工夫を行い、
ゆっくり着実に準備を進めました。
（1）動画による事前学習

（2）実施研修後も、指導看護師によるフォロー

　　アップで、支援員の不安を軽減

（3）現場支援員が主体的に準備を進める

（4）リスク管理の取り組み

（5）定期的かつ高頻度での情報共有の取り組み

5.ケース会議を継続的に開催し、共通認識をも
ち、チームで取り組む

　知的障がいのある人たちのＧＨでの胃ろう支援
は、全国でもほとんど前例がありません。ご家族や
支援員に大きな不安を払しょくするためにも、早期
に地域ケア会議を開催し、応援団を増やすことで、
安心感を持っていただけるようにしました。構成メ
ンバーとして、ご両親、ＧＨ職員（担当職員、サー
ビス管理責任者、管理者、看護師）、日中活動先
職員（担当者、サービス管理責任者、管理者、
看護師）法人内医療関係者、担当相談支援専門
員、移動支援事業所職員が参加。また、当初は、
主治医や、訪問看護事業所からも参加いただき、
現在は、高槻市の基幹相談支援センターも参加い

ただいています。
　1ヵ月に1回ケース会議を実施し、経過確認と次
の1か月間の支援計画作成を、関係者が連携して
取り組みました。ご本人を中心にチーム全体の合
意で支援していることは参加者全体に安心感がう
まれ、ご本人にとっても安心につながったと思われ
ます。

■ 結果
上記の取り組みにより、胃ろう支援を実施してい

きました。その結果として、以下の4つが挙げられ
ます。

　全国でも前例の少ない、知的障がいのある人た
ちのＧＨでの胃ろう支援が実施でき、ご本人が望んで
おられる形での、地域での暮らしが実現できました。

　支援員の不安感も、看護師、周囲の支援員が
フォローし、回数を重ねていくことで軽減され、や
がて自信に繋がっていきました。たとえ、困難な
ケースであっても「できない」というのではなく、「ど
のような仕組みを整えれば、ご利用者が地域で生
活できるか」と考えることができるきっかけになり、他
のご利用者の支援にも活かされています。

　医療的ケアを支援員が実施できる体制を整えた
ことで、今後ご利用者の高齢化に伴い、医療的ケ
アの必要がある場合でも、対応できる可能性が広
がりました。また、法人全体としても、支援してい
るご利用者が同じ状況になられた際に、対応が可
能な仕組みができた、これは、今後の重度高齢化
対策への大きな前進となっています。

1.胃ろうを付けているご利用者が、支援員による
胃ろう支援を受けながら、レジデンスなさはら
で宿泊を伴う利用ができ、ご本人が望む地域生
活ができている。

2.「できない」というのではなく、「どのような
仕組みを整えれば、ご利用者が地域で生活でき
るか」を考えることができるきっかけに。

3.支援員が胃ろう支援を含む医療的ケアを行える
しくみ作りにつながった。
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4.ご本人の「意思」を尊重したチームアプローチ
の確立につながった。

　ご本人のペースで、日常の支援や宿泊を増やし
ていくことで、チームアプローチが確立され、より豊
かな暮らしを提供することができるようになりました。

■ まとめ
今回の胃ろう支援の成功のポイントは、

・「できない」というのではなく、「どのような仕
組みを整えれば、ご利用者が地域で生活できる
か」と考えること

・個人のがんばりではなく、組織そしてチームと
して取り組む仕組みが大事である

の2点です。これは、医療的ケアに限らず、他の
ケースにも活かすことができるはずです。そして、
私たちは今回得た経験を活かし、これからも、ご

本人を中心とした支援を展開し、ご本人が望む地
域生活支援を支援していきます。

■ あとがき
平成28年12月現在、本ケースのご利用者は経

口摂取ができるようになり、胃ろう注入は必要なくな
り、胃ろうを外すことが出来ました。これは、胃ろう
支援を実施しつつ、経口摂取への取り組みも同時
に行っていたからです。大変珍しいケースですが、
本ケースは胃ろう支援を実施し、ご本人と支援員と
の信頼関係を構築していったからこそ、ご本人の
安心につながり、経口摂取再開にも繋がったと言え
ます。そういった意味でも、不安がありながらも、
ご本人を中心とし、胃ろう支援にチャレンジしたス
タッフは、なさはらの誇りでもあります。

レジデンスなさはら
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今年度、法人の総務部の中に人材育成研修室
という部署がもうけられました。これまでの研修相
談支援室の業務を引き継ぎ、さらに発展させていく
ことを狙いとしております。自閉症スペクトラムを中
心に、発達障がいのある人に適切な支援ができる
人材を育てていきたいと考えております。

単発の講師派遣に加えて、定期的なコンサル
テーションの契約を交わした法人も幾つかあり、府
外の施設へも出向いて、支援の現場を見ながら具
体的な助言や、講義やグループワークなどを通じて、
支援員さんのスキルアップをお手伝いしています。

4月から9月にかけて、月に1度の割合で強度行
動障がい支援スーパーバイザー養成研修を行いま
した。強度行動障がい支援者の養成は、国を始
め、各都道府県でも行うよう厚生労働省が予算措

置をしていますが、我が法人の知見を生かして独
自に行おうとするものです。前期は、外部から6法
人10名の参加があり、その内4法人は府外からの
参加で、地方へ行くと行動障がいを呈する人への
支援をまとまって学べる機会が限られるものと思わ
れます。8月と9月は参加された施設から事例を出
してもらい、受講者みんなで支援について考えまし
た。すばらしい支援の実際がきけました。後期も
同様の研修を行っています。

近年、障がい者権利条約が批准され、差別解
消法や虐待防止法ができました。そんな中で重要
視されているのが、合理的配慮です。発達障が
いの人への合理的配慮がスムーズに構築できる支
援者を育成できればと思っています。

❖ ❖ ❖  人材育成研修室のご案内 ❖ ❖ ❖

❖ 今年度前期の実績

講師派遣
児童発達支援センター　くすの木園
社会福祉法人ライフサポートはる
第二博愛
高槻市認定こども園
高槻市立第七中学校
とよなかファミリーサポートセンター
枚方市子ども総合相談センター
まつさかファミリーサポートセンター
美山育成苑
守口市教育委員会指導部学校教育課
有限会社　クレセント
高槻市民生委員児童委員協議会
大阪府社会福祉協議会
豊中市社会福祉協議会
箕面市教育委員会
摂津市教育委員会
和泉市教育委員会
泉大津市教育委員会
豊能町教育委員会

コンサルテーション
名張育成会　名張育成園成峯
社会福祉法人来島会　南海学園
社会福祉法人来島会　今治福祉園
社会福祉法人一羊会

（平成28．9．30現在）

❖お問い合わせ

人材育成研修室　担当：堀内・河辺
TEL 072-662-8133
FAX 072-662-8155
Eメール info@suginokokai.com



14　第 68 号　地域に生きる

当法人のご利用者には、様々な特技をお持ちの方や表現活動（絵画・詞・陶芸等）を
行っている方がたくさんおられます。このコーナーでは、そういった活動を紹介しています。
たくさんの読者に「いいね！」「共感した！」という想いを届けたいと考えています。

杉の子いいね!

彼女の詩は、暖かく“ありのままの心”でど
の詩を読んでも心に響きます。
不安な心も嬉しい心も、色んな心の感情を
筆を持って文字に描くことで彼女自身の安
心感にも繋がっているようです。
この詩の掲載を機に、彼女の素敵な詩集
がたくさんの人の目に触れることを願って
います。

この方はいつもキャラクターや仏像、職員
の絵をたくさん描いてくださります。
この3羽の鳥の絵を見た時、雄と雌がいる
ことにはすぐ気付いたのですが、もう1羽
には何もマークがなく「何でこの1羽には
マークがないんですか?」と思わず伺いま
した。

“性別を問わない鳥だよ!人間もそうやん”と
応える彼に、いつもたくさんの事を教わっ
ています。

雄の鳥と雌の鳥と、性別を問わない鳥を描
きました。

永江　慎太郎さん

ピピピと空がつながったとき
筆を持った右手は
感じている世界をおしゃべりしてくれます
空とつながった時
詩が生まれてきます

西尾　典世さん

『３羽の鳥』 ●スタッフのコメント (よど)

●ご本人のコメント

●スタッフのコメント (よど)

●ご本人のコメント
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お昼ご飯を食べた後、毎日ぬりえを
されています。
さまざまな色を使いながら、配色も
ご自身で考えて塗っておられます。
他のご利用者やスタッフから「綺麗
ですね。上手ですね。」と言われ笑顔
になっておられます。

「気分転換になって良い」と話してお
られました。

塗り絵 ●スタッフのコメント (ララショコラ)

●ご本人のコメント
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北摂杉の子会のホームページ（http://www.suginokokai.com）では、
様々な法人の活動や情報提供をリアルタイムで掲載しております。
過去3ヶ月のホームページ更新状況をお知らせいたします。
ホームページでは、機関誌のバックナンバーもご覧いただけます。
ご興味のある方は『北摂杉の子会』で検索して、ぜひアクセスしてご覧
ください!

北摂杉の子会のホームページ　更新情報
（平成28年9月～11月）

掲載ページ 内　　　　　　　　　　容

各施設のご案内

LaLa-chocolat/TAKATSUKI 『食の文化祭 -高槻ジャズとグルメフェア-』
出店のお知らせ

ジョブジョイントおおさか　見学会のご案内　2016年度下半期

大阪府発達障がい者支援センター　アクトおおさか　移転のお知らせ

児童発達支援部　平成28年度公開講座「家庭支援の取り組み発表」ご案内

児童発達支援部　すぎの子はったつ通信　８月号

自閉症療育センターLink　療育事業説明会のご案内

お知らせ ［後期］強度行動障害支援スーパーバイザー養成研修　ご案内

松上利男の一言 第66回　支援者に求められる想像力と感性

よどのコロッケ
よどのコロッケかわら版更新

イベント販売＆お知らせ

Café Be
ランチメニュー更新

Café Be ミュージック・ディ情報更新
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（平成28年9月から平成28年11月まで）

法人本部総務部 掲示板

掲示板コーナー

9月 行　　　　　　事
5・21日 経営会議
9・23日 運営会議

10日 法人採用説明会（高槻商工会議所・会議室）
13～16日 第1回　スーパーバイザー養成講座

15・21・
23日

法人採用見学会
　（レジデンスなさはら・ぷれいすBe・萩の杜・ジョ

ブサイトよど・ジョブジョイントおおさか）
10日 権利擁護虐待防止委員会
14日 自閉症啓発デ―会議
17日 医療連携推進室会議
28日 総務管理会議

10月 行　　　　　　事
3日～ インターシップ受け入れ開始

6・11・24日 経営会議
12日 自閉症啓発デ―会議
14日 権利擁護虐待防止委員会

14・28日 運営会議
21日 強度行動障害支援スーパーバイザー養成研修

25日
関西学院大学　安田ゼミ　フィールドワーク受け入れ
新入職員研修

26日 総務管理会議

11月 行　　　　　　事
8・21日 経営会議
8・30日 関西福祉科学大学　学内説明会

9日 自閉症啓発デ―会議
10日 京都ノートルダム女子大学　学内説明会
11日 強度行動障害支援スーパーバイザー養成研修
14日 佛教大学　学内ボランティア説明会
15～
18日 第2回　スーパーバイザー養成講座

18日 医療連携推進室会議

19日

平成28年度 第3回法人研修
　（高槻現代劇場　305号室）
◦『第4次中期5ヶ年計画の進捗報告と方向性』
　グループワークと発表
◦『権利擁護・虐待防止の取り組みについて』
　グループワークと発表

20日

第104回理事会・第61回評議員会
　（ファイブプラザ4F　高槻南スクエア）
第1号議案　諸規則・規程類の改正の件
第2号議案　平成28年度　社会福祉法人北摂杉

の子会　補正予算（案）の件
22日 京都女子大学　学内説明会
25日 運営会議
30日 総務管理会議

（河辺　記）

関西学院大学　安田ゼミ　フィールドワーク スーパーバイザー養成講座



18　第 68 号　地域に生きる

萩 の 杜  掲 示 板

（山根　記）

萩の杜　全体会議

平成28年10月に全体会議を行いました。全体会議では、普段はローテーション勤務でなかな
か集まれない支援員が一同に集まり、議論しています。
会議では、「事業計画の進捗」「予算等運営面の状況」「個別支援計画の振り返り」などを
確認しています。会議の後半は法人の「地域に生きる」という理念を各支援員がどう考え、
ご利用者の支援にどのように反映していくがグループワークで話し合いました。

ショートステイセンターぶれす

今回は萩の杜に併設されている「ショートステイセンターぶれす」の最近の様子をご紹介します。
「ぶれす」では、より充実した時間を過ごせるように、ご利用者に応じて創作活動や散歩など
に取り組んでいます。
こうした活動を通じて、ご利用者がただ時間を過ごすだけでなく、
「ぶれすに来て良かった！」と思っていただけるような支援を心掛けています。

「ぶれす」のカレンダーもご利用
者の作品です。
ありがとうございます！

グループワークで出た意見
◦よりご利用者のことを地域の人
に知ってもらえるように積極的
に発信していく。
◦ご利用者一人ひとりの「地域に
生きる」があると思うので、そ
の部分をしっかり考えて支援し
たい。
◦ご利用者の希望があればグルー
プホームへの移行も視野に入れ
た支援をしていく。　など
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（中原　記）

ジョブサイトひむろ掲示板

淡路島ハイウェイ・たこせんべいの里

【9月16日】

【9月16日】

【10月21日】

【10月21日】

9月16日、10月21日と2日に分かれて、ひむろ旅行に行ってきました。
両日ともお天気がよく、皆さん楽しい時間を過ごされていました。

神戸どうぶつ王国
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大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 大阪府発達障がい児者支援体制整備検討部会　こどもワーキンググループ
8日 ペアレント・トレーニング　インストラクター養成研修　事前打ち合わせ

9日 発達障がい者地域支援マネージャー事業
松原市地域自立支援協議会　研修会にて研修講師

12日 発達障がい者地域支援マネージャー事業
門真市地域自立支援協議会　児童専門会議での事例検討会参加

15日 十三杉の子ビル合同火災訓練

16日
第2回地域支援ネットワーク会「ご本人からの話」
大阪府発達障がい児者支援体制整備検討部会　成人ワーキンググループ

21日 発達障害者支援センター　大阪府内3センター情報交換会
23・30日 ペアレント・トレーニング　インストラクター養成研修

26日

発達障がい者地域支援マネージャー事業
寝屋川市地域自立支援協議会　就労支援部会　就業・生活支援実務担当者会
議での事例検討会参加
発達障がい者地域支援マネージャー事業
泉佐野市・田尻町自立支援協議会　事業所連絡会にて研修講師

28日 大阪弁護士会と司法福祉連携懇談会・勉強会

30日 ペアレント・メンター派遣　
豊中市「発達障がいが疑われる子どもの保護者向け講演会」

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
2日 全国ペアレント・トレーニング研究集会　参加

4日 発達障がい者地域支援マネージャー事業
泉佐野市・田尻町自立支援協議会　ケアマネジメント部会参加

5日
ペアレント・メンター派遣　枚方市「枚方市立すぎの木園子育て連続講座」
発達障がい者地域支援マネージャー事業
大阪狭山市地域自立支援協議会　訪問（打ち合わせ）

5～7日 平成28年度発達障害地域支援マネージャー研修会（応用研修）

11日 発達障がい者地域支援マネージャー事業
松原市地域自立支援協議会　研修会にて研修講師

12日 平成28年度　支援者対象公開講座「自閉スペクトラム症の理解と支援」
講師：医療法人サヂカム会　三国丘病院　院長　河口　剛 氏

15日 第5回グループミーティング
18日 ペアレント・メンター派遣　豊能町「東豊能小学校支援学級保護者の会」
20日 大阪市中央区内本町へ移転
24日 大阪府発達障がい児者支援体制整備検討部会
25日 発達障がい者地域支援マネージャー事業　箕面市自立支援協議会　事務局と打ち合わせ
26日 発達障がい者地域支援マネージャー事業について　大阪府と打ち合わせ

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
4・11日 ペアレント・トレーニング　インストラクター養成研修

9日 発達障がい者地域支援マネージャー事業
泉佐野市・田尻町自立支援協議会　事業所連絡会にて研修講師

11日 第3回地域支援ネットワーク会　講義「発達障がいと医療」
講師：大阪府こころの健康総合センター　平山　照美 氏

14日 岸和田市地域自立支援協議会　発達障害者支援法に関する研修会講師

18日
発達障がい者地域支援マネージャー事業
大阪狭山市地域自立支援協議会　相談支援部会研修にて研修講師
第2回大阪府発達障害団体ネットワーク会議

21日 発達障がい者地域支援マネージャー事業
門真市地域自立支援協議会　児童専門会議にて研修講師

28~29日 ペアレント・メンター派遣
大阪府砂川厚生福祉センター主催「強度行動障がい支援者養成研修」

（内田　記）
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児 童 発 達 支 援 部

○サポートセンター・PASSO
9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

2～3日 児童発達支援部職員研修（連続講座3）トレーニングセミナー
8日 第2回　保護者研修フォローアップ講座　＊15名参加

15日 第3回　保護者研修入門講座　＊12名参加

17日
第3回　PASSOくらぶ（料理）　＊3名参加
第4回　PASSOくらぶ（科学発見）　＊3名参加

24日 就労準備プログラム3回目（ふりかえり）　＊6名参加

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
13日 第4回　保護者研修入門講座　＊11名参加
29日 第4回　PASSOくらぶ（料理）　＊3名参加

第5回　PASSOくらぶ（科学発見）　＊4名参加
平成28年度児童発達支援部公開講座（大阪市開催）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日～ 平成28年度　後期個別の指導計画作成と面談開始

5日
施設見学会　＊8名参加
第5回　PASSOくらぶ（料理）　＊2名参加

10日 第3回　保護者研修フォローアップ講座　＊21名参加
17日 第5回　保護者研修入門講座　＊11名参加
19日 法人全体研修
25日 消火訓練

（大澤　記）

アクトおおさかは10月に谷町四丁目駅近くに移転いたしました。
住所：〒540-0026 大阪市中央区内本町1ｰ2ｰ13 谷四ばんらいビル10階A
TEL ：06ｰ6966ｰ1313　FAX： 06ｰ6966ｰ1531
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○児童デイサービスセンターan
9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

2~3日 児童発達支援部職員研修（連続講座3）トレーニングセミナー

16日
第4回　保護者研修Aグループ
淀川区発達障がい児等子育て支援事業（淀川区委託）親子講座

15日 平成28年度　指定障がい児支援事業者等集団指導

30日
第4回　保護者研修Bグループ
淀川区発達障がい児等子育て支援事業（淀川区委託）座談会

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
14日 第5回　保護者研修Aグループ

17日~ 後期個別の支援計画作成面談開始

21日
第5回　保護者研修Bグループ
大阪市専門療育機関連絡会

28日 淀川区発達障がい児等子育て支援事業（淀川区委託）座談会
29日 平成28年度　児童発達支援部公開講座（大阪市開催）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
5日 平成28年度　児童デイサービスセンターan施設見学会

11日
第6回　保護者研修Aグループ
淀川区発達障がい児等子育て支援事業（淀川区委託）親子講座

25日 第6回　保護者研修Bグループ

♦ 科学発見くらぶ ♠

大阪科学技術館にて 淀川河川敷にて凧揚げ

♣ 料理くらぶ ♥

チョコレート・フォンデュ ジャンボカラオケ広場にて

≪PASSOくらぶ≫
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○こども発達支援センターwill
9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

1・7~8・
13~15・

21･27~29日
高槻市巡回支援専門員整備事業（高槻市委託）　巡回相談

　2・8・12・
20・26・30日 大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　三島圏域機関支援

2~3日 児童発達支援部職員研修（連続講座3）トレーニングセミナー
5日 大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　三島圏域圏域連絡会①
9日 第4回　保護者研修Aグループ

16日
第4回　保護者研修Bグループ
発達障がい支援スーパーバイザー実務研修受け入れ

30日 第2回　実践交流会

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
4・5~6・11・

18~20・
25~29日

高槻市巡回支援専門員整備事業（高槻市委託）　巡回相談

　4・7・17・
19~21・26・

31日
大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　三島圏域機関支援

14・21日 大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　三島圏域育成研修
14日 第5回　保護者研修Aグループ
21日 第5回　保護者研修Bグループ

25日~ 後期個別の支援計画作成面談
29日 平成28年度　児童発達支援部公開講座（大阪市開催）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1・8・15・17・
21~22・25・

29日
大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　三島圏域機関支援

1~2・8~9・
15~17・

29~30日
高槻市巡回支援専門員整備事業（高槻市委託）　巡回相談

7日 大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　三島圏域圏域連絡会②

 11日
大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　三島圏域育成研修
第6回　保護者研修Aグループ

18日 第6回　保護者研修Bグループ
25日 第3回　実践交流会

○自閉症療育センターLink
9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

1~2・8~9・
15~16・

29~30日
大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　北河内圏域機関支援

2~3日 児童発達支援部職員研修（連続講座3）トレーニングセミナー
9日 第4回　保護者研修Bグループ

23日
大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　北河内圏域来訪支援
大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　第1回北河内圏域交流会
第4回　保護者研修Aグループ

26日~ 平成28年度　後期個別の支援計画作成面談開始
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○こども発達支援センターaz
9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

2~3日 児童発達支援部職員研修（連続講座3）トレーニングセミナー
9日 平成28年度　第1回施設見学会

12日 第4回　保護者研修
28日~ 平成28年度　後期個別の支援計画作成面談開始

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
21日 大阪市専門療育機関連絡会
24日 第5回　保護者研修
29日 平成28年度　児童発達支援部公開講座（大阪市開催）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
21日 第6回　保護者研修

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
6~7・13~14・

20~21・
27~28日

大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　北河内圏域機関支援

7日 第5回　保護者研修Bグループ
15日 第1回　Link施設見学会
21日 第5回　保護者研修Aグループ
27日 大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　第3回従事者研修
29日 平成28年度　児童発達支援部公開講座（大阪市開催）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
4・18日 大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　北河内圏域来訪支援
10~11・
17~18・

24~25日
大阪府障がい児通所支援事業者育成事業（府委託）　北河内圏域機関支援

4日 第6回　保護者研修Aグループ
5日 第2回　Link施設見学会

18日 第6回　保護者研修Bグループ

○こども相談支援センターwish
9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

20日 はぐくみ親の会の座談会
23日 高槻市自立支援協議会こどもワーキング
26日 高槻市自立支援協議会ケアマネジメント

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
17日 高槻市自立支援協議会ケアマネジメント
18日 高槻市障がい児相談支援事業所定期連絡会
26日 高槻市自立支援協議会こどもワーキング
29日 平成28年度児童発達支援部公開講座（大阪市開催）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
15日 高槻市障がい児相談支援事業所定期連絡会
21日 高槻市自立支援協議会ケアマネジメント
22日 高槻市自立支援協議会こどもワーキング

（谷岡　記）
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ジョブサイトよど掲示板

就労準備プログラム（企業実習参加）

就労準備プログラム（法人本部での実習）

≪就労準備プログラム≫

実習を終えてふりかえり

よど＊日帰りレクレーション報告 
秋の行楽シーズンをむかえ、よどでも各フロアで日帰りレクレーションを実施しました。

みなさんの満点笑顔がたくさん撮れ、素敵な思い出になりました!!

ハーベストの丘
バーベキュー食べ放題で

お腹いっぱいです★

万博記念公園
材料を持ち込んでのバーベキューです!

エキスポシティでもたくさん遊びました♪
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枚方パーク
アトラクション少し怖かったご様子です!

クリスマスコロッケ販売＊つくね製造 
クリスマスに向け、12月22～24日の3日間限定でクリスマスコロッケを販売しました。

また、日頃からつくね製造のお仕事を頂いているたんぽぽ様より、新年会PRでよどのつくね製造を
ご紹介頂けるという事でインタビューを受けました!

神戸ハーバーランド
クルージングも楽しみました♪
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ぷれいすBe掲示板

（下　記）

ぷれいすBeでは土曜開所日を中心に各チームで、またはチーム合同で様々な余暇活動を
おこなっています。今回もその一部をご紹介します。

記念写真（天王寺動物園）

カフェコンサート

集合写真（天王寺動物園）

カフェコンサート出演：万葉SOUL 様

耳原公園

9月

10月

枚方パーク

ニフレル

運動会

ハロウィン

京都鉄道博物館
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ジョブジョイントおおさか -たかつきブランチ- 掲示板

おたべ作り

防災センター

大人の社会見学

9月 行　　　　　　事
3日 働くチカラPROJECT（大学生事業）
5日 防災訓練（十三）

10日 土曜クラブ、JJOBの会（バーベキュー）、
働くチカラPROJECT（大学生事業）

13日 事業所見学会（高槻）
15日 防災訓練（十三）
16日 大人の社会見学

26～7日 個別懇談期間
27日 事業所見学会（十三）①
28日 健康診断（十三）

29・30日 健康診断（高槻）

10月 行　　　　　　事

1日 土曜クラブ、家族ミーティング、
働くチカラPROJECT（大学生事業）

11日 事業所見学会（高槻）
14日 じょぶよる（OB向けサービス）
18日 企業見学会
22日 土曜クラブ、OBのための勉強会、JJOBの会
24日 企業向け勉強会
25日 事業所見学会（十三）

11月 行　　　　　　事
7日 大人の社会見学
8日 事業所見学会（高槻）

12日 土曜クラブ、家族ミーティング、JJOBの会、
働くチカラPROJECT

19日 働くチカラPROJECT（大学生事業）
22日 事業所見学会（十三）
28日 企業見学会

（山田　記）

インスタントラーメン発明記念館

ラウンドワン

京都水族館

五月山公園

山田池公園

11月
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生産活動支援部 掲示板

（木戸　記）

近くには大阪城があります。
時々お散歩に行ったりもします♪

毎週、月・水・金
ここ「ポップコーン
パパ」玉造店４Fで
お仕事しています！

《A型事業推進室》

L
ららしょこら

aLa-chocolat T
たかつき

AKATSUKI
クリスマスに向けて、

たくさんの商品を作っています♪

ロリポップを袋に
入れ、モールを巻
いています。

紙かばんの折り作
業をしていただい
ています。
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萩の杜家族会 掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
9日 奥坂コミュニティバザーに参加

11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
12日 杉の子農園収穫祭

24日
安全対策委員会
家族会会長懇談会（本田会長出席）

27日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）

28日
定例会　◦成年後見制度勉強会
　　　　◦安全対策委員会からの報告
　　　　◦ひむろ移転について（平野理事からの報告）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
10日 家族会親睦会　於：京都しょうざん
11日 イオンのイエローレシートキャンペーンに参加
17日 成年後見人制度勉強会（成年後見申立書作成の仕方について）
24日 サークル萩（手作り品の作成と情報交換会）
27日 カトリック教会花販売

（植松　記）

萩の杜家族会の親睦会　京都しょうざん

奥坂コミュニティバザーに参加
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ジョブサイトひむろ家族会 掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

13日

第2回　定例会　（高槻現代劇場206号）
　出席者48名　欠席者13名
　来賓　松上理事長　平野理事　森田施設長　木戸部長
◦法人より現状報告　松上理事長
◦地域生活支援部より報告　平野理事
◦ジョブサイトひむろより活動報告　森田施設長
◦ララショコラ活動報告　木戸部長
◦高槻ふれあいバザーについて

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
11日 第3回役員会（本部会議室）
12日 杉の子農園収穫祭
14日 高槻ふれあいバザー前日準備
15日 高槻ふれあいバザー　市役所前（役員、会員、森田施設長）
24日 家族会会長会（本部会議室）出席：東会長

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
8日 第4回役員会（本部会議室）

15日 後援会・臨時役員会（本部会議室）
20日 第61回理事会・評議員会（ファイブプラザ4F）出席：東会長
26日 グループホーム準備会立上げ（今城塚公民館）出席：東会長

（垣端　記）

ジョブサイトよど&ジェイ・ブランチよど家族会 掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

5日

ジョブサイトよど家族会、ジェイ・ブランチよど家族会
合同定例会　（淀川区民センター）
◦「工賃規定の変更について」その他、意見交換　（田端施設長）
◦家族会から　（永井会長、玉木会長）
　ジョブサイトよど家族会　（出席者：14名）
　ジェイ・ブランチよど家族会　（出席者：7名）

17日 ジョブサイトよど家族会、ジェイ・ブランチよど家族会
合同役員会（ジョブサイトよど2階）

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

22日 ジョブサイトよど家族会、ジェイ・ブランチよど家族会
合同役員会（ジョブサイトよど2階）

24日 家族会会長会（法人本部402号室）　（出席：永井、玉木）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

5日 ジョブサイトよど家族会、ジェイ・ブランチよど家族会
合同役員会　（ジョブサイトよど2階）

16日 北摂杉の子会後援会　臨時役員会（法人本部402号室）
（出席：永井、玉木）

20日 北摂杉の子会理事会・評議員会（ファインプラザ4階　高槻南スクェア）
（出席：永井、玉木）

（永井　記）
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ぷれいすＢｅ家族会 掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

4日 グループホーム勉強会（第二回）、高槻市生涯学習センター三階研修室、
14時〜16時30分。参加人数：22家族28名。担当役員（宮本）

8日

役員会（ぷれいすBe会議室）出席者：9名（施設長を含む）
◦第二回参観&ランチ（7月20日）、「グループホーム勉強会」（9月4日）の報告
◦定例会の準備（｢定例会開催のお知らせ｣他書類•資料の確定•役割分担など）
◦機関誌「掲示板」原稿の確認

16日 参観&ランチ（第三回）参加者：8家族10名、担当役員（岡田、宮本）

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
12日 「第五回杉の子農園収穫祭」に参加

13日

役員会（ぷれいすBe会議室）出席者：11名（施設長を含む）
◦参観&ランチ（第三回）の報告
◦定例会の準備（資料の決定•印刷•配布•役割分担等）
◦｢ショートステイ懇談会｣の案内文書の確定と配布
◦第五回杉の子農園収穫祭の報告

15日

定例会（カフェBe）10時より12時まで
参加者：31家族（34名）
報告と質疑応答
◦司会進行（厚東）
1.家族会より
　上半期の活動報告（厚東）、収支報告（北川）、下半期の活動計画（厚東）
2.竹内恒　ぷれいすBeリスクマネジメント委員会委員長
　「ひやりはっとに関する年次報告」の後、質疑応答
3.北摂杉の子会より
　グループホーム問題を中心に　松上理事長、平野理事の報告の後、質疑応答
4.ぷれいすBeより
　下裕幸施設長「AR毎に即した活動報告」（津久井やまゆり園での事件も含めて）
◦ほぼ10分間時間延長のあと終了。｢定例会のお礼と報告｣を全会員に配布

24日 家族会会長会（出席者：厚東）
25日 参観&ランチ（第4回）参加者：9家族12名、担当役員（田中•北川）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

7日 ショート事業との懇談会（ぷれいすBeショートステイの部屋）
参加者：14名、施設側から4名。（担当役員：田中•斎藤）　

10日

役員会（ぷれいすBe会議室）出席者：10名（施設長を含む）
◦第四回参観&ランチ（10月25日）、「ショートステイ懇談会」（11月7日）の

報告
◦グループホーム問題の展開と今後の見通し
◦「Beどうし」原稿の確認（担当役員：岡田）
役員会に先立ち役員同士で、家族会用のパソコンを用いて「講習会」が行なわ
れた

16日 北摂杉の子会後援会•臨時役員会（出席予定者：厚東）
20日 北摂杉の子会理事会•評議会（出席者：厚東）

26日
「グループホーム希望者の会（行動障がい対応型）」設立準備会（今城塚公民会、
13時〜15時）。出席者：7名（ぷれいすBe家族会会長、ジョブサイトひむろ家
族会会長、「直ちに入居希望」と回答された方=4家族5名）

（厚東　記）



第 68 号　地域に生きる　33

自閉症スペクトラム児・者を支援する親の会 オアシス 掲示板

9月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
5日 オアシス役員会

14日 施設見学会
ジョブジョイントおおさかーたかつきブランチ

30日 オアシスサロン

10月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
1日 おやじの会（大阪自閉症協会との共催）
3日 オアシス役員会

18日
谷岡先生を囲んでの座談会（中之島中央公会堂）
　講　師：児童発達支援部長　谷岡とし子先生
　テーマ：「支援先との関係について『合理的配慮の求め方』」

19日 ホットメールなにわ（クレオ大阪）

28日

勉強会（井上芳子先生をお迎えして）
　講　師：井上芳子氏
　　　　  大阪市発達障がい者支援センターエルムおおさか所長
　テーマ：「就労」子供から大人まで心と体のバランスを保つことの大切さ
　場　所：アーリーアーク404号室

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事
7日 オアシス役員会

18日 大阪府発達障害ネットワーク会（ドーンセンター大阪）
19日 「そよかぜまつり」売り子体験（場所：大阪市立西区民センター）

ぷれいすBe家族会より

　例年、年5回開催している参観&ランチには、毎回たく
さんの会員さんが参加されています。各ARでの作業や過
ごし方を知る良い機会であり、家族ぐるみの交流を深める
場にもなっています。9月16日（金）の参観&ランチでは、
1歳の赤ちゃんを含めて、8家族、11人が参加され、とても和やかなひとときを
過ごしました。今年度は、あと、10月25日（火）と1月19日（木）の2回開催さ
れます。
　合唱団コールつばさから次のようなメッセージを頂いています。

　こんにちは!皆さんお元気ですか。私たちは歌うとすごく元気が出るゆ
るーい合唱団コールつばさでございます。お世話になってます。
　ずっとメンバー大大募集中です。色んな気持ちを一緒に歌いとばしま
しょう。練習は不定期なので応相談。だいたい木曜日に今城塚公民館で
行っています。親の介護に仕事、団体役員しながらです。どこも一緒で
す。全員集まることは少ないですが、会えば声を合わせて楽しくやって
ます。
　飛び込みご参加オッケー。お問い合わせは家族会のメールアドレス
（bekazokukai@gmail.com）ヘ。みんなBeどうし!ご連絡待ってまーす♪♪♪

参観＆ランチ
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（注）任意団体である後援会の領収書では確定申告の際に寄付金控除を受けることは出来ませんので、
寄付金控除の出来る領収書をご希望の方は法人の下記口座にお振込み願います。

銀 行 名：三菱東京UFJ銀行 支店名 高槻支店　　口 座 名：社会福祉法人北摂杉の子会
口座番号：5085555

社会福祉法人「北摂杉の子会」後援会の趣旨に賛同され、ご支援して
下さる方々の寄付及び後援会への入会をお願い申し上げます。寄付金
と後援会費は法人を支援するための資金とさせていただきます。
お振込みは右記口座まで。皆様のご支援とご協力をよろしくお願い
致します。
既に今年度、後援会会費をいただいた方には重ねてのご案内になります
ことを、どうかご容赦ください。

寄付と後援会入会のお願い

記
1.寄付金（注）	
2.個人会員	 年間一口	 2,000円
3.団体会員	 年間一口	 10,000円

郵便振込口座　北摂杉の子会
00920-8-90859

北摂杉の子会 後援会 掲示板

　本会の活動に対しては萩の杜、ジョブサイトひむろ、
ジョブサイトよど、ジェイ・ブランチよど、ぷれいすBe家
族会の皆様を含めて多くの方々にご支援をいただいてお
ります。まことに、ありがとうございます。今後ともより一
層のご協力をよろしくお願い申し上げます

<会員数の推移>
9月	 個人会員：454名、団体会員：23団体
	 合計：477名／団体　寄付：1件
10月	 個人会員：459名、団体会員：23団体　
	 合計：482名／団体　寄付：なし
11月	 個人会員：460名、団体会員：24団体
	 合計：484名／団体　寄付：5件

（2016年11月末までの新規会員）
　個人会員：40名、団体会員：1団体　
　合計：41名／団体

＜報告事項＞
1）今年度の11月末までに23件、436,000円の寄付、
868,000円の会費、合わせて1,304,000円の資金を頂き
ました。ご協力ありがとうございます。
2）2016年11月16日（水）に臨時役員会を開催
◦2016年4月～2016年10月までの経過報告
　①個人会員：459名、団体会員：23団体、②寄付：
18件、③資金：約109.4万円（会費納入率は個人：
53％、団体：35％）

◦今年度の後援会から法人への寄附金（210万円）の中、
ぷれいすＢｅのウオーターベッド、スヌーズレンなどの設
置が完了したとの報告が下施設長／厚東家族会会長
からありました。

◦下期の個人、団体会員の方々への会費納入のお願い、
会費納入方法などについて協議

（棚山　記）

11月 行　　　　　　　　　　　　　　　事

28日

場　 所：ドーンセンター
　　　　　4階　中会議室1
タイトル：『子どもの自己理解について』
　　　　　　　~ 療育から学んだこと ~
スーパーバイザー：児童発達支援部部長
　　　　　　　　 谷岡とし子先生

（坂地　記）
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□法人へのご寄附に感謝いたします。（平成28年9月1日～平成28年11月30日）
笠原隆之助　棚山薫晴　成田憲彦　小川敏夫　ぷくぷく福祉会 家族会  真野利之　福田啓子　匿名希望（1人）

□後援会入会と会費納入（平成28年8月19日～平成28年11月30日）
中村節史　中村悦子　中村哲史　中村豪史　長谷川ひろみ　田中由紀子　冨宅由美子　川崎舞子　大谷千由子　
宮地和子　井上陽子　大上直子　井上惇子　伊福久子　倉本　周　徳本晴美　広井良平　広井　泉　小林夏子　
田村和子　山田　心　片岡厚子　永井昌明　加納正博　砂子敦之　小越洋一郎　浅野一夫　浅野憲治　萬代正人　
木下豊仁　八里さだ　山口　博　山口秀子　橋本紀子　坂口　誠　山下隆司　峯松かおり　笠原隆之助　加茂明男
岩　　忠　岩　弘子　岩　愛子　岩　敬子　冨坂昭子　冨坂健治　小川敏夫　小川祥子　大野捷昭　大野容子　
大野博夫　大野博美　大野晴夫　小林美代子　奥　昌子　篤田晴子　長尾京子　長尾智久　長尾あゆみ　長尾幸英　
笠間杏奈　本田英世　本田賀子　本田俊之　本田　聡　本田宏美　本田利秋　西坂徹雄　本田千秋　強田純子
株式会社 クリエ　株式会社 東テスティパル　社会福祉法人なみはや福祉会 中津保育園園長 中村清子
医療法人光愛会　光愛病院　匿名希望（1人）

□後援会への寄付（平成28年9月1日～平成28年11月9日）
田村和子　片岡厚子　笠原隆之助　新川　淳　宮本東雨　エムズエンジニアリング株式会社

□家族会へのご寄附に感謝いたします。（平成28年9月1日～平成28年11月30日）
田口恵美子　田口容子　本吉貞子

□物品のご提供に感謝いたします。（平成28年9月1日～平成28年11月30日）
鶴谷久子　赤尾浩子　神田由美子　沼田衣子　西田　折田民子　黒瀬美和子　不二園芸　藤岡紀子

□ボランティアに感謝いたします。（平成28年9月1日～平成28年11月30日）
今村美佐代　嶋田昌直　佐々木映世　平原悦子　坂井恵美子　ほかほか弁当園田店　

（敬称略　順不同）

～ 皆様の温かいご支援に感謝いたします ～

発行人　社会福祉法人 北摂杉の子会
　　　　理事長　松上 利男
発行所　北摂杉の子会
住　所　大阪府高槻市城北町1丁目6-8
発行日　2017年 1月10日

定価100円



□	社会福祉法人 北摂杉の子会 法人本部事務所
	 人材育成研修室 
	 （法人独自の公益事業〈研修・講師派遣・コンサルテーション〉）
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8 奥野ビル3F
	 TEL （072）662-8133  FAX （072）662-8155
	 ［E-mail］ info@suginokokai.com
	 ［URL］ http：//www.suginokokai.com
□	知的障害者生活施設 萩の杜 （施設入所支援・生活介護）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL （072）699-0099　FAX （072）699-0130
 	 ［E-mail］ haginomori@suginokokai.com
□	萩の杜ショートステイセンター ぶれす
	 （短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1054 高槻市大字萩谷14番地1
	 TEL （072）699-0844　FAX （072）699-0130
 	 ［E-mail］ breath@suginokokai.com
□	グループホーム とんだ （共同生活援助）
	 〒569-0814 高槻市富田町5-13-14 101号室
□	グループホーム みやた （共同生活援助）
	 〒569-1142 高槻市宮田町3-4-1 105号室
□	レジデンスなさはら （共同生活援助）
	 〒569-1041 高槻市奈佐原3丁目15番1号
□	ジョブサイトひむろ （生活介護）
	 〒569-1141 高槻市氷室町1丁目14-27
	 TEL （072）697-2234　FAX （072）697-2222
	 ［E-mail］ himuro@suginokokai.com
□	高槻地域生活総合支援センター ぷれいすBe
	 （生活介護・就労継続支援B型・短期入所・日中一時支援）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL （072）681-4700　FAX （072）681-4900
	 ［E-mail］ placebe@suginokokai.com
	 〈短期入所〉 TEL （072）681-4720
■	生活支援センター あんだんて
	 （指定特定相談支援・指定一般相談支援事業）
	 〒569-1131 高槻市郡家本町5番2号
	 TEL （072）681-4755　FAX （072）681-4900
	 ［E-mail］ andante@suginokokai.com
■	大阪府発達障がい者支援センター アクトおおさか
	 （発達障害者支援センター事業）
	 〒540-0026 大阪市中央区内本町1丁目2-13
	 　　　　　　　　　谷四ばんらいビル10F
	 TEL （06）6966-1313　FAX （06）6966-1531
	 ［E-mail］ act-osaka@suginokokai.com
	 ［URL］ http：//homepage3.nifty.com/actosaka/
□	サポートセンターPASSO
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL&FAX （06）4862-5454
	 ［E-mail］ passo@suginokokai.com
	 ［URL］ http：//oasc.jp

□	児童デイサービスセンター an 
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL （06）6838-8990　FAX （06）6838-7015
	 ［E-mail］ an@suginokokai.com 
	 ［URL］ http：//oasc.jp
□	こども発達支援センター will 
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8 奥野ビル2F
	 TEL （072）662-0100　FAX （072）662-0056
 	 ［E-mail］ will@suginokokai.com
■	こども相談支援センター wish
	 （指定特定相談支援・指定障害児相談支援事業）
	 〒569-0071 高槻市城北町1丁目6-8 奥野ビル2F
	 TEL （072）605-1140　FAX （072）662-0056
	 ［E-mail］ wish@suginokokai.com
□	自閉症療育センター Link
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒573-0032 枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル3F
	 TEL （072）841-2411　FAX （072）841-2412
	 ［E-mail］ link@suginokokai.com
□	こども発達支援センター az
	 （児童発達支援・放課後等デイサービス事業）
	 〒558-0003 大阪市住吉区長居2丁目4-1 サンテ長居1F
	 TEL （06）6654-8777　FAX （06）6654-8780
□	ジョブサイトよど （生活介護）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目4番2号
	 TEL （06）6838-7007　FAX （06）6838-7015
	 ［E-mail］ yodo@suginokokai.com
□	ジェイ・ブランチよど （就労継続支援B型）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目3番10号
	 TEL （06）6303-9430　FAX （06）6195-3710
	 ［E-mail］ yodo_branch@suginokokai.com
□	ジョブジョイントおおさか
	 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東1丁目1番6号
	 TEL （06）6100-0150　FAX （06）6309-3007
	 ［E-mail］ jj@suginokokai.com
□	ジョブジョイントおおさか たかつきブランチ
	 （自立訓練〈生活訓練〉・就労移行支援）
	 〒569-0072 高槻市京口町9番3号 関西産業ビル1F・4F
	 TEL （072）668-1123　FAX （072）668-1165
	 ［E-mail］ jj@suginokokai.com
□	法人自主製品店舗
	 よどのコロッケ
	 〒532-0023 大阪市淀川区十三東2丁目10番10号
	 TEL （06）6306-4096
	 営業時間：10：30〜17：00（土・日・祝定休）
□	「LaLa-chocolat （ララ ショコラ） /TAKATSUKI」
	 就労継続支援B型
	 〒569-0091 高槻市城北町2丁目13番2号
	 TEL （072）668-5055　FAX （072）668-5081
	 営業時間：10：00〜19：00（日・祝休み）

※■は行政よりの委託事業

施設住所一覧


